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研究成果の概要（和文）：フランクフルト学派を代表する思想家Th・W・アドルノの亡命期間における現象学研
究を解明するため、ドイツに渡航し、「Th・W・アドルノ・アルヒーフ」を訪問した。そこでは、アドルノが期
間中に書き残した未公刊草稿「フッサール・ブック」、および彼の思想形成と展開に関連する諸草稿を詳細に分
析した。アルヒーフ研究員からは、当該資料の成立経緯について聞き取りをおこなった。その成果については、
論文および学会発表において公表された。

研究成果の概要（英文）：In order to elucidate the phenomenological studies during the exile period 
of Th. W. Adorno, who is German philosopher and a member of the Frankfurt School. I visited "Th. W. 
Adorno Archiv" in Germany where I analyzed in detail his unpublished manuscript as "Husserl Buch" 
and the materials related to the formation and development in his thought. I also interviewed 
officer in the Arhiv about the history of Adorno’s materials. The results of my studies were 
published in papers and conference presentations.

研究分野：哲学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、これまで注目されることのなかった亡命期間のアドルノの現象学研究が解明されることから、アド
ルノの思想全体において亡命期間の思想と現象学研究をそれぞれ位置づけられる。そして現象学との関係という
観点から、アドルノの思想の全体像を浮き彫りにすることが可能になる。そしてそれは、彼の〈非同一的なも
の〉の思想を現象学研究の観点から明らかにすることができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
Th・W・アドルノは、〈非同一的なもの〉の思想を主張したことで知られ、ヘーゲル哲学やマル
クス主義的社会理論との関係から論じられることが多い。だが彼は学位論文で E・フッサールの
現象学を取り上げて以来、晩年には『認識論のメタ批判』を公刊するまで、生涯一貫して現象学
を対象として研究を行い、自らの思想を形成してきた。またユダヤ人である彼は、ナチスの手を
逃れ亡命生活を余儀なくされた。フランクフルト学派のメンバーの多くがアメリカへと亡命し
たのとは異なり、彼はアメリカ移住の前にイギリスに滞在し、オックスフォード大学に「アドヴ
ァンスト・ステューデント」として在籍していた。 
研究代表者は、アドルノの思想形成において現象学との影響関係が重要な役割を果たしてお
り、彼の現象学研究の解明が喫緊の課題であると考えた。これまでの社会理論や美学理論とは異
なる観点から、アドルノの思想の全体像が明るみになると考えられるのである。とくに申請者は、
アドルノが亡命期間中に現象学を研究していたことに注目している。というのも、彼はイギリス
に滞在している期間中に、４００ 枚以上に及ぶ草稿を残していたからである。この草稿は、そ
の後のアドルノの現象学研究の基礎をなしており、最終的に『認識論のメタ批判』を執筆する際
の土台にもなっている。またアドルノは、イギリスからアメリカに移住した後、前述の未公刊草
稿にもとづいて講演「フッサールと観念論の問題」を行っている。彼はアメリカでも現象学を論
じている。この講演はいわば彼のイギリスでの活動をアメリカでの活動を結びつける役割を果
たしており、その後の思想の変遷を探る上でも解明しておくべきである。 
 
２．研究の目的 
Th・W・アドルノは、２０世紀ドイツの思想家であり、フランクフルト学派を代表する人物で
ある。彼は一時期亡命生活を余儀なくされたものの、戦後帰国し〈非同一的なもの〉の思想を確
立した。彼の亡命期間中の思想形成については、今日まで十分に明らかにされておらず、とくに
彼が現象学を研究していた点は、これまでほとんど取り上げられてこなかった。そこで本研究で
は、アドルノの亡命期間における現象学研究の解明を目的とする。 
 
３．研究の方法 
アドルノがイギリス亡命期間に書き残した未公刊草稿「フッサール・ブック」の調査を行う。
そのために申請者は、ドイツの「Th・W・アドルノ・アルヒーフ」（フランクフルト）に渡航し、
保管されている「フッサール・ブック」、及び彼が残した自筆原稿、草稿、書簡の調査を行う。
その際、当該資料の成立経緯についてアルヒーフ研究員から聞き取りを行う。これによって、ア
ドルノの現象学理解と、イギリス滞在期間の研究の全貌を明らかにする。そしてアドルノの現象
学研究における分析哲学からの影響を浮き彫りにする。 
 以上の調査で収集した資料及び研究成果を基礎にして、アドルノがアメリカ移住後に発表し
た講演「フッサールと観念論の問題」における現象学理解について解明する。 
次いで、イギリスのオックスフォード大学に渡航し、図書館に保管されている書簡と公文書の
調査を行い、前年度に調査した「フッサール・ブック」との関連性を明らかにする。 
これらの成果をアドルノの思想の形成過程全体の中に位置づけることで、研究を総括する。 
 
４．研究成果 
（１）２０１７年度は、Th・W・アドルノの亡命期間における現象学研究を解明するため、ドイ
ツに渡航し、「Th・W・アドルノ・アルヒーフ」を訪問した。そこでは、アドルノが期間中に書き
残した未公刊草稿「フッサール・ブック」、および彼の思想形成と展開に関連する諸草稿を詳細
に分析した。「フッサール・ブック」は大部であるため、継続して分析を進めることとした。こ
れとともに、亡命期間の現象学研究が以降どのように展開してゆくことになったのか、という課
題が生じてきた。これは研究計画を推進し、研究目的を達成するための補強材料となると考えら
れる。前述のように、イギリス滞在期間の現象学研究については、なお分析に時間を要するが、
研究全体を予定どおりに達成するために、当初は次年度に計画していた研究を前倒しし、彼がア
メリカ移住後に発表した講演「フッサールと観念論の問題」における現象学理解について研究し
た。そしてその成果を論文として公表した。また、アメリカ移住後のアドルノの現象学研究につ
いて、来日したカリフォルニア大学バークレー校マーティン・ジェイ氏と面会する機会を得たた
め、同氏から聞き取り調査をおこなった。 
（２）２０１８年度は、Th・W・アドルノの亡命期間における現象学研究を解明するため、引き
続きドイツに渡航し、「Th・W・アドルノ・アルヒーフ」を訪問した。そこでは、アドルノが期間
中に書き残した未公刊草稿「フッサール・ブック」、および彼の論理絶対主義批判に関連する未
公刊草稿および講義録を詳細に分析した。アルヒーフ研究員からは、当該資料の成立経緯につい
て聞き取りをおこなった。来日したフランクフルト大学のライナー・フォアスト教授の講演会に
参加し、意見交換などの交流を深めることができた。また今年度は、彼の亡命期間の現象学研究
のうち、彼の〈非同一的なもの〉の思想との関連で、他者経験論について研究をおこなった。そ
の成果については、学会発表をつうじて公表した。さらに昨年度に生じた、亡命期間の現象学研
究が以降どのように展開してゆくことになったのか、という課題について、「Th・W・アドルノ・
アルヒーフ」での調査結果も踏まえて、物象化および論理絶対主義批判を主題とした研究をおこ
なった。その成果については、論文として公表した。当初の計画では、アメリカ移住後のアドル



ノの現象学研究を調査する予定であったが、昨年度に彼の講演に関する研究成果を前倒しで公
表した。今年度はコロンビア大学における資料調査のため、その準備作業として、同大学での資
料の所蔵に関して調査をおこなった。 
（３）２０１９年度は、Th・W・アドルノの亡命期間における現象学研究を解明するため、未公
刊草稿「フッサール・ブック」の分析・研究を引き続きおこなった。昨年度に引き続き、亡命期
間の現象学研究が以降どのように展開してゆくことになったのか、という課題について、「フッ
サール・ブック」とその後の著作との比較をおこない、共通の問題関心や草稿に独自の観点など、
いくつかの事項が導き出された。そしてこれらの事項の中から、個別と普遍の概念を主題として
研究をおこない、その成果については、論文として公表した。この「フッサール・ブック」につ
いては、今後も継続して分析を進めることになる。また今年度は、「フッサール・ブック」が成
立した思想史的背景を探求するため、イギリスのオックスフォード大学を訪問し、図書館に保管
されている書簡と公文書の調査をおこなった。その際、アドルノの資料だけでなく、当時彼がイ
ギリス滞在時に関わっていた E・カッシーラーや、アドルノが現象学研究と並行して研究対象と
していた K・マンハイムについての資料もあわせて閲覧した。これらはアドルノの現象学研究と
同時期におこなわれていたものに関連しており、彼がそのような思索の歩みを進めていたかを
しる手掛かりとなる。そしてこれらは、今後の研究を継続するにあたって、その基礎的資料とな
る。さらに、昨年度に学会発表で公表した他者経験論に関する研究を論文として公表した。 
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